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新i

湖
介

て
表
题
の
如
き
大
齋
作
を
完
成
せ
し
め
：̂
る
も
の
\
如 

1
-
0

1:

银
诱
；

2

千
H
じ
近
&
著
述
を
成
す
が
如
き
、.，平 

生
,
窓
に
屈
ら
"
文
筆
に
親
び
者
の
尙
は
容
易
€
す
る 

所
に
非
や
"
原
在
が
簿
記
算
勘
の
傍
、
之
を
成
就
し
た 

る
^1

事
は
先
づ
余
の
敬
服
す
る
所
な
卞
0 

本
書
編
を
分
ゥ
こ
ど
五 

筋1

編
手
形
第
二
編
銀
行 

の
性
質
第
三
編
銀
行
，の
業
務
"
第
圓
編
飯
行
事
務
取
扱 

手
織
第
五
線
级
行
簿
記
等
な
^
>
是
等
の
內
第
二
編
は 

纖A

め
に
關
ず
る
普
通
の
著
書
に
於て

："
常
に
見
る
所
な 

る
が
、
他
の
四
編
に
至
つ
て
は
、
：總
て
實
務
家
に
弗
ざ 

れ
ぱ
、
取
扱
い
離
き
幾
多
の
問
題
を
經
濟
、
法
，律
並
に 

，賞
激
の
S
方
面
ょ
り
詳
論
し
>
:細
說
し
て
、
：殆
ご
餘
地 

ふ
る
を
示
さ
ず
。
各S

•の
醫
式
並
に
記
帳
の
樣
式
も
亦 

，說
明
を
拙
ぅ
篇
め
に
揭
げ
ら
，る
。
，第gr

編
銀
行
事
務
取 

，奴
手
續
に
關
す
る
說
明
中
商
品
擔
保
の
：項
に
於
て
、
預 

:,截
#
並
に
凝
入
證
券
に
就
て
’我
：國
の
制
度
を
識
し
た 

る
邊
ひ
：は
實
務
家
の
立
.
®

ょ
.，

出
で
だ
，る
議
論
ご
し 

て
、
.後
聽
に
.値
す
る
も
の
.ご
す
。

-

涂
れ
從
来
舉
生
よ
ね
邦
語
の
艱
行
賞
務
齋
に
就
て
、

第
六
眺

!
四
！！

,
廣
問
を
受
け
> 
答
辩
に
游
し
ね
る
が
、
今
原
！̂
の
著
者 

.
を
得
て
> 
多
年
の
喝
を
®
す
る
を
得
た
-

CV。

銀
行
業
の 

實
務
を
知
ら
ん
ご
す
る
者
に
は
勿
論
、，
銀
行
業
の
研
梵 

者
じ
一
讀
を
薦
むM

掘
江
.歸

一
)

I

加
田
哲
i

「

國

家

學

說

と

社

會

思

想」

\ 

四六版五五

0
其

定
似
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,
: 
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行

 

國
家
ぐ」

は
何
ど
や
。
マ
ル
ク
ス(Karl 

M
a
r
x
)

じ
從

へ
ば
、
近
代
的
國
家
は「

全
有
産
階
親
の
共
同
の
事
務 

を
處
理
す
る
委
員
會」

で
あ
る
’

/J。

ダ
ア
ナ
ア(J, 

W
.

 

\ 
G
a
r
n
e
r
)

に
從
へ
ば
、「

政
治
學
及
憲
法
の
概
念
ご
し
て 

の
國
家(Th

e

 

s
t
a
t
e
)

は
、

一
定
の
領
土
を
永
久
的 

.占
有
し
"
外
部
的M

配
.を
受
け
す
"
且
組
織
せ
‘ら
れ
た 

政
府——

，其
れ
に
其
住
民
の
大
分
が
傳
統
的
服
從
を 

‘
爲す

_
_

を
有
す
る
所
の
多
數
の
人
々(

多
少
め
差
は 

あ
れ)

の
圓
體(

c
o
m
m
u
n
i
t
y
)

で
あ
る」

ど
。

:
避
求
我
國
に
於
て
も
"1

般
ね
"
掘
家
の
«
念

園

し
て

"
冥
面
目
に

...
研
究
を
爲
し
乂
は
‘何
等
か
め
說
を
成 

す
も
の
が
殖
え
て
來
た
云
ふ
こ
ど
で
あ
る
。まな 

之
に
開
し
て
，發
表
せ
ら
る
：>
論
あ
も
多
い
や
う
に
思
は 

'れ
も
。
：：こ
れ
はI-

に
は

’
他

0
理
も
あ
る
が
、官
憲 

が
單
な
，る
相
愛
を
乘
て
、
斯
る
問
題
を
瓶
极
ふ
者
に
對 

す
る

'態
度
を
更
め
た
ご
云
ふ
こ
に
も
因
；る
で
あ
ら 

う
力

r然
じ
な
が
ら
、
ポ
す
グ
•ル
ロ
ァ
ボ
す
ジ
ユ
の
述
ぺ 

v
^
‘
e
る
や
ラ
に

4
现
代
人
の
間
に

.普
：通
行
は
る
、
國
家 

れ
概<§

、
：

其
性
®
其
機
能
に
ウ
ー
い
て
の
槪
念
は
極
め
て 

源
亂
じ
て
、ゐ
る

'

』

の
で
あ
る

.。
：又
.其
定
義
に
開
し
て
も 

§

逸
の
著
作
者
シ
ル
ッ
ズ
の
云
ウ
ね
や
う 

.じ
，
國
家
の
定
義
は
、
殆
ん
ご
，如
何
な
る
著
者
も
其
れ 

自
身
の

#
お
待
ち
、11

つ
の
似
寄
つ
ね
も
の
も
始
ん
ど 

な
い
位
無
數
で
あ
る

。』(
G
a
r
n
s
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何
ご
な
れ
ば『

國
家 

の
‘起
源
、性
質

"機
能

k
つ
い
て
の
問
題
は

1

見
極
め
て 

容

n勿
の
，や
う
で
あ
る
が
、
そ
は

M
も
難
解
な
間
題
の1 

ら
で
あ
る

』

か
ら
で
あ
る
。

此
に
私
が
敢
て
江
湖
に
推
獎
，し
た
い
ビ
思
ふ
も
の 

は
、
加
旧
® 
ニ
成
0
近
業『

國
'家
學
說
ビ
社
會
思
想』

で

像
十
六
# 

(

八
八
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新
现
紹
介

あ
る
。
.此
著
は
?

近
代
的
思
潮
の
流
に
.從
ウ
て
掠
さ
す 

人
にW

ウ
て
も
又
逆0

て
進
ま
ラ
ビ
す
る
者
にV；
つ
て

も

！ 
:
|思
想
上
の
新
傅
向
を
務
示
ず
る
S
に
於
て
-
-

好
參
考
書
た
る
を
失
は
ぬ
？
愚
巷
す
る
か
ら
で
あ
る
.

‘，
本
番
は
氏
が
最
近
數
年
に
涉
つ
て
諧
糧
の
雜
誌
等
に 

寄
稿
せ
ら
れ
た
も
の
を
媳
綠
レ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
終 

始
系
統
的
に
起
草
せ
ら
れ
ね
も
の
で
は
な
い
が
"
併
し

. 

J

単
な
る
斷
片
で
は
な
い
0
後
，に
繩
ぶ
る
や
ぅ
に
大
體
成 

問
題
を
中
心
し
て
筆
を
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
內 

容
を
分
つ
て
四
篇
ざ
す
る
。
第T

篇
は
マ
ダ

ク
ス
主
義 

め
國
家
觀
"
第i T

錦
は
ギ
デ
ド
社
會
主
襄
ざ
そ
の
國
家
，
 

觀、第
.：

三
篇
は
無
政
麻
主
義
の
，諧
問
題
、第
四
館
は
現
代
：
 

經
濟
生
港
の
批
判
を
m
し
、
各
篇
ヒ
も
數
節
に
化
れ 

て
ゐ
る
.>
.
.

本
害
の
表
®
ょ
6
し
t
推
則
す
れ
ば
"
右
四
篇
中
填 

一
篇
ヒ
第1 
一！

は
最
も
重
き
を
爲
し
て
ゐ
る
や
ぅ
に 

:

思
は
れ
：る
で
あ
一
ら
ラ
。
事
實
此
雨
篇
は
貢
の
大
部
分
を
'
 

お
め
、
宣
要
な
る
節
を
含
ん
で
ゐ
る
。
序
文
じ
代
へ
た 

る

I

f

通
霞
し
て
國
家
觀
上
.の
新
傾
向
を
知
0
而
し

第
六
雜

!

四
玉
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介

て
此ニ！！を

！！

け
ば
、
ャ
ル
ク
メ
主
義
者
及
ギ
ル
ド
社 

會
主
成
者
の.國
家
觀
？̂其
^き̂
場
を
现
解
す
る
を
得~る
、 

殊
に
デ
ル
ド
社
會
主
翁
に
關
す
る
知
識
を
得
る
に
は
十 

み
ら
5
。
，此
意
味
に
於
て
本
聲
は
ギ

k 

."
ト
t
t會主 

義
-を
中
，心.ざ
し
て
執
筆
：さ
れ
た
も
の

W

云
つ
て
も
差
支 

へ
な
い
で
め
ら
，

fMO
思
は
れ
を。
'

，マ

姑

ぐ

著

者

の

所

論

に

從

へ

ぱ

タ

1
最

近

^

社

會

思

想

に

 

於

け

る

國

家

觀

上

の

新

傾

向

は

國

家

至

上

.主

義

へ

の

反

 

逆

で

あ

る

A

さ

5

し

て

-

,
の

膨

.向

は

以

前

よ

の

傾

向

 

を

確

定

し

た

も

の

を

、

新

た

に

唱

道

さ

れ

た

も

の

ご

あ

 

る

。

前

者

は

t

ル

ク

シ

ズ

ム

に

於

け

る

國

家

論

.爭

で

あ

 

/

&
、

後

填

は

ギ

.
ル

.ド

社

會

主

義

.

©

國

家

觀

で

あ

を

ど

而

 

I

て

.

「

國

家

を

以

.で

.最

で

あ

'る

：
を

す

る

思

想

は

•
單

に

 

:

保

守

的

0

國

{
豕

生

義

者

に

於

て

の

ダ

發

見

：し

得

る

思

想

 

;

で

は

.な

.い

>

,
彼

ミ

正

反

'動

の

立

場

あ

る

‘
社

會

主

義

者
 

例

Y

ぱ

ヵ

I

 

V

-
マ

ル

ク

、

ス
：
の

思

想

：

5
3

發

し

た

敏

會

 

主

，義

者

の

中

に

も

國

家

主

義

者

.と

稱

し

得

る

も

の

を

見

 

め

ず

二

を

れ

3
5

^

る

◊」

£

か

ご

も

「

國

家

主

義

き

や

集

 

邀

生

義

者

の

國

家

中

心

說

は

、

プ

.ラ

ト

I

時

代

の

.國

家

龄
六ti

名
稱
は
同
じ
く
國
{取
サ
.め
‘ひ
て
も
を
の
本
®
に
於
て 

多
く
舉
ク
ゐvd

風
離
ゆ
國
家
を
觀
察
し
て
み
る
ご
，

:

そ

れ

は

取

に

思

想

の

上

、K

於

.て

の

み

存

在

す

る

も

の

ご
 

な

る

。
、
さ

ぅ

し

て

j、

の

政

、
治

的

取

；
^

.

は

社

會

的

廣

體
 

の

藻

礎

が
"

共

通

：な

意

志

と

利
.
害

t

じ

蒋

し

て

ゐ

る

乙
 

せ

を

I
M

め

、

吾

々

が

現

代

の

社

會

に

於

け

る

複

雜

な

人
 

的

蹄

係

V

を

の

多

樣

な

利

単

I

の

分

岐

を

觀

擦

す

ろ

ど

、 

填

に

地

域

的

，結

合

，圓

體

を

以

て
、

‘ 

W

 !

の

社

會

的

單

位
 

ご

ず

る

め

化

、
.
論

理

の

理

由

な

き

：飛

躍

で

あ

る

ご

共

に
 

現

實

に

强

ひ

て

s
t

i
f

な

ら

ん

ビ

す

る

醜

い

怯

懦

で

あ
 

る

じ

じ

で

あ

も

か

ら

何

等

か

の

別

の

組

織

が

必

要

ご

.
な 

る
’

。

其

は

：
ギ

ル

ド

社

會

主

義

R

:

依

れ

ば

、

各

々

そ

の

限
 

界

を

持

つ

て

ゐ

る

職

分

的

閣

體

で

あ

つ

て

各

々

相

俊

す
 

t

 

v

の
^

れ

な

い

所

0

>

地

域

的

國

家

ご

産

業

的

ギ
 

ル

ド

ヒ

で

あ

る

。「

入

類

の

大

部

分

は

生

兼

者

で

あ

る

ビ
 

ぶ
.

も

に
.

、

の
'

^

,
博

.
か

，消

，費

者

で

あ

る
，
.

だ

，か

ら

生

.避 

者

め

利
.

害

の

み

を

考

慮

に

入

：
れ

て

.消

費

者

の

立

場

を

全
 

然

考

へ

な

い

サ

ン

，チ
.力

タ

ズ

ム

は

明

か

に

此

細

に

於

て
 

缺
陷
が
あ
る
。
ギ
ル
ド
社

.
會

主

義

者

ゆ

こ

の

サ

ン

.
デ

力

P

タ
ズ
ム
の
缺
陷
を
知
る
丈
の
明
敏
^
^
^
/
を
持
ウ
て
な
な
。
 

彼
等
は
生
®
者
の
デ
ル
‘ド
：に
對
し
て
消
费
者
の
國
家
を 

認
め
；る
。
斯
く
て
消
費
救
の
刺
筵
は
.國
家
に
よ
う
‘て
代 

表
せ
ら
れ
、
.消f

f

に
關
す
る
範
圓
の
經
濟
.問
德
に 

て
は
ギ
ル
ド
對
國
家
の
合
譲
を
必
要
さ
ず
る
。

さ

ラ

レ
 

て
生
ま
者
ご
消
費
者
ご
の
利
餘
が
確
保
せ
ら
れ
ス
地
域 

的
消
費
.圓
® 

.
た
る
國
家
が
；
そ

の

强

カ

^
:
^
權
カ
に
よ
つ
て 

，生

産

者

を

抑®
す
る
，ぐ
を
が
防
止
ぜ
ら
れ
る
。
即
す
べ 

て
の
圓
體
は
全
社
會
に
：對

じ

で

め

最

高

權

力

を

持

>5̂

得 

.な
，い..

」

.
ミ

云

：
ふ

み

で

あ

る

...。

M 

‘ 

私
は
之
以
上
H
を
#
し
Iて

內

容

を

紹

介

ず

る

の

は

控
 

へ
や
ラ
と
思
ふ
。
何
ご
な
れ
ぱ
私
の
拙
さ
筆
に
よ
り
て 

著
者
の
名
文
.
擅̂
と
薛
雜
を
譲
激
す
る
を
W 

る̂
み

 ̂

で
あ
る
：。
.識
者
は
.須-r:

原
文
にCN:

い
て
讀
ま
れ
ん
i 

t 

を
望
.

t >

プ
唯 

> 著
者
V
序
文
の
中
で
述r

ら
れ
て
ゐ
る 

や
チ
に
、
此
.
は

皮

，卿

自‘の.國
，家
觀
を
載
ネ
で
は
ゐ
な 

い
。4^

抵
紹
介
で
は
あ
る
が
、
‘氏
が
續
い
て
云
は
れ
る 

や
ぅ
に「

そ
れ
ら
は
特J

度
自
分
の
顾
腿
を
通
'過
し
て 

来
た
：ゎ
の
で
あ
る
。
さ
ぅ
し
て
自
己
の
頭
腦
を
通
過
し

' 

. 

...
. 

. 

.-
 

J

 

•
.

，

第

十

六

お

(

八

八

-

^

>

,

新

冗

船

介

て
来
たW

云
ふ
點
に
於
て
、
本
誉
の
諧
篇
は
私
に
對
し 

て
意
義
か
も
る」

の
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
紹
介
若 

た
る
私
も
亦
®
者
と
共
に
、
本
に
依
ウ
て
、箸
者

の

立 

場
を
了
解
す
る
こ
€
が
出
來
る
？
思
ふ
。
若
し
其
れ
本 

書
に
ょ
つ
て
、
從
來
政
治
.學f

p

中
に
說
か
れ
た
や
う
な 

國
家
論
を
求
め

.

ん
ご
す
る
人
が
あ
る
な
ら
ぱ
> 
其
は
求 

む
る
者
の
無
理
で
め
ら
う
，
其
.理
'.由

を

云

へ

ぱ

"

著

激
 

は
之
に
ょ
っ
て
國
家
觀
上
の
新
傾
向
社
會
思
想
を
述 

ベ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
其
新
傾
向
ビ
は
旣
に
引
用
し 

た
や
う
に
國
家
至
上
主
義
へ
の
反
道
で
め
る
か
ら
で
あ 

る
：メ (

金
原
贊
之
助)

.第
，六
膽

思


